
令和７年度学校評価総括評価表 徳島県立板野高等学校

１　板野高等学校のスクール・ミッション

　　お接待をはじめとする「ボランティア活動」やキャリア教育の柱となる「インターンシップ」、地域産業やＳＤＧｓをテーマとした「探究活動」など、

　　地域と連携した体験的な学びを通して、人とのつながりを大切にする心と広く社会に貢献できる力を育成します。

２　板野高等学校のスクール・ポリシー 　【教育課程に関する方針】

　【育成をめざす資質・能力に関する方針】 （１）生徒の興味・関心・適性に応じた科目を選択できる単位制教育課程です。

（１）高い志と明確な目的意識を持って、自ら学ぶ意欲と行動力を育成します。 （２）早期に勤労観や職業観の育成を図る「インターンシップ」を実施します。

（２）豊かな人権感覚を持った調和のとれた人間性と自主共同の精神を涵（かん）養します。 （３）習熟度別授業や少人数制授業により、多様な進路希望に対応します。

（３）情報通信技術の活用能力を高め、社会に貢献しようとする公共心を育成します。 （４）地域へ奉仕する清掃活動や「お接待」などのボランティア活動を実施します。

（４）人とのつながりを大切にする連帯感や協調性、奉仕の精神を育成します。 （５）文字に親しみ、心豊かな人間を育てる「朝の読書」を実施します。

（５）我が国や地域に愛着を持ち、様々な課題の解決に立ち向かう実践力を育成します。 （６）意欲ある生徒のための放課後個別学習指導を実施します。

学校関係者評価

重点課題 重点目標 学校関係者の意見

（全校レベル） 評価指標 評価指標の達成度 総合評価

生徒指導
の充実

①　承認することか
ら始まる生徒指導 （評定）        A
②　正しい頭髪服
装で学校生活を送
る

③　基本的生活習
慣を身につけ、何
事にも積極的に取
り組む生徒の育成

自　　　己　　　評　　　価
次年度への課題と
今後の改善方策

評価指標と活動計画 評　　　　価

①　叱るところからではなく、承認すると
ころから始める生徒指導を実践し、生徒の
成長を促す。【生徒指導課】

①　生徒の悩みや相談を丁寧に聞
き、生徒と一緒に考え、解決していく
生徒指導を展開した。

②　頭髪服装指導を定期的に実施する。
　　再々指導２件以下【生徒指導課】

②　毎月１回、各学年団で頭髪服装
指導を行い、同じ週に再検査・再々
検査も徹底して行っている。再々指
導０件。

（所見）
　自己肯定感の低い生徒に寄
り添い、自己有用感を高める
指導に努めている。頭髪指導
はきめ細かく丁寧に実施して
いる。

　生徒会としては、あいさつ
運動を1学期に実施できな
かったが、部活動が自主的に
やってくれた。

　ヘルメット着用生徒は約
11％と昨年度より向上した。
今後も生徒中心の啓発活動
を継続していく。

③-１　あいさつ運動によるあいさつの徹
底
　　あいさつ運動（各学期１回）実施【特別
活動課】

③-１　生徒会を中心に、延べ50名
程度の生徒が２学期に1週間、3学期
に2日間、あいさつ運動を実施した。

③-2　交通ルールやマナーを守る指導を
徹底する。
　　ヘルメット着用率10％以上【生徒指導
課】

③-2　自転車用ヘルメットの着用推
進活動を生徒中心に実施した。交通
ルールやマナーについての苦情はな
かったが、粘り強く指導を重ねた。
　ヘルメット着用率　11％達成

○マルナカなどで、買い物やイートインスペースで話してい
る生徒の、服装の乱れやヤンチャな言動を見かけなくなっ
た。

○生徒一人一人の状況を把握し、生徒会との連携活動な
ど組織的運営は評価できる。

○問題行動への個別の対応も評価できるが、自己肯定感
の育成等、予防的生徒指導は引続き重視して欲しい。

○きめ細やかな生徒指導をされていることがよくわかる。
生徒が「腑に落ちる説明」が大切であると思うが、工夫して
いる点などがあれば教えてほしい。

○交通関係について 改善の兆しは見られるが、自転車を
運転しながらスマートフォンを操作している生徒をまだ見
かける。自分の命だけでなく他人への被害も考えると大変
心配な状況にあると考える。ヘルメット着用の推奨にも取
り組んでいただきたい。この４月から道路交通法の改正
で、自転車運転に青切符制度が導入される。交通マナーで
はなく、ルールになるので、ヘルメット着用以外の指標を
設けてもいいのではないか。

○　自己有用感を高める指
導の教職員研修を検討す
る。

○　頭髪服装指導について
の共通理解を図り、教員間
の指導のばらつきを少な
くすると共に、指導の方法
を検討する。

○　生徒会を中心に、全学
期にあいさつ週間を計画
し実施していく。また、部活
動にも積極的な実施を呼
びかけていく。

○　ヘルメット着用の重要
性を訴える生徒中心の活
動を継続し、着用状況を改
善していく。

○　一部の指導に従わない
生徒への指導方法を検討
する。
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④　日々のコミュニ
ケーションの充実

　SNSの利用からトラブルと
なるケースが多く、継続的な
指導や保護者との連携を図っ
ていく。

○生徒同士のトラブルを早期に対応することで重大事案
には至らなかったとあるが、どのようにしているのか。

○子ども家庭支援センターで学校へ行きづらい生徒に
とっては、手厚い指導してくれる学校へ進学したいという
声をよく聞く。学校へ行きづらい生徒にとっては、手厚い
指導してくれる学校へ進学したいという声をよく聞く。

○　担任をはじめ学年、該
当分掌、管理職等で情報を
共有しながらトラブルが拡
大しないよう対応をしてい
る。必要がある場合には外
部機関との連携も行って
いる。

⑤　制服の着こなし
ルールを守るため
の取組

　生徒指導課を中心として服
装指導を行っているが、一部
の特定生徒に違反が見られる
が、素直に指導には従い改善
している。

（下位組織レベル） 活動計画の実施状況

①　授業、部活動等
学校生活すべて
　の場面での生活
指導

○　清掃状況のばらつきを
減らすため、チェックシート
の内容を精選していく。

○　薬物乱用防止教室やス
マホ安全教室においては、
実施時期や他の機関との
連携も検討する。

④　日々のコミュニケーションを通して、い
じめや暴力行為をなくす。
　　いじめ・暴力行為０件【生徒指導課】

④　人間関係を構築することが得意
でない生徒同士のトラブルから、い
じめへと発展するケースもあった
が、早期対応により重大事案には至
らなかった。

⑤　預かり指導・放課後指導を生徒指導課
を中心におこなう。
　　預かり指導　月10件以下 【生徒指導
課】

⑤　粘り強く指導を行い、預かり指
導の件数は減少傾向であった。しか
し、一部の生徒において制服の着崩
しを改善することができなかった。
預かり指導　月平均10以下達成

○生徒指導の充実については、指導内容の一貫性や、指導
した職員と生徒との間に生じる認識のずれがリスク要因と
なることが考えられる。今後の改善方策として示されてい
る清掃状況のばらつき是正のためのチェックシートの活用
は、取組の「見える化」を進め、認識のずれを減らす有効な
手立てであると評価する。こうした見える化の取組を継続
し、改善の積み重ねが担保される体制づくりを期待した
い。

　定期的な服装頭髪指導だけ
ではなく、日常的にきめ細や
かな指導を行っているので、
教員と生徒・保護者のトラブ
ルはなかった

　学年集会では常に「聞く」態
度について指導を行い、5分
前集合ができ、一部の生徒を
除き落ち着いた姿勢で聞くこ
とができていた。

○　規律ある学校生活を送
れるように指導すると共
に、向上心をもって学校生
活が送れるよう各課の連
携を一層深める。

①-1　生徒指導課を中心に、各学年団で
定期的に頭髪服装指導を行い、事後指導
も徹底して行う。【生徒指導課】

①-1　生徒指導課を中心に、各学年
団で月１回、頭髪服装指導を行い、事
後指導もきめ細かく、徹底して行っ
た。

①-2　授業の受け方（態度や課題提出等）
を各教科の授業で丁寧に指導する。社会
で通じる「聞く」「話す」等の態度や期日を
守る習慣を授業中に養う。【学年・教科】

①-2　入学時や最初の授業時に、集
会や授業の「聞く」「話す」等の態度や
提出物の期日を守る姿勢を指導し
た。

①-3　すべての授業で挨拶や身だしなみ
を指導する。特に、体育の授業で集団行動
の指導を徹底し、学校生活全般を規律あ
るものにする。【生徒指導課】

①-3　授業では身だしなみを確認し
て始めるようにした。体育の授業で
は、集団行動の指導を徹底すること
により、基本的生活習慣を身につけ
させ、我慢すること、規律の重要性
を指導した。

　体育の授業では、年度当初
に全学年で集団行動を行うこ
とにより、規律の大切さや集
団の中での行動について指
導を行った。

　外部機関と連携して、薬物
乱用防止教室・スマホ安全教
室を実施した。また、北地区
生指協、板野町子ども家庭総
合支援センター等と連携し、
巡視や情報交換を密に行っ
た。
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○清掃チェックシートはどのようにつくられているのか。
簡易なチェックシートを生徒と共有すれば、生徒のにも分
かりやすく、改善が進んでいくのではないか。チェックシー
トの内容がポイントになるのでは。

○　ゴミの分別において、
ペットボトルのキャップと
ラベルの分別を進めてい
きたい。

②　保護者、地域等
との連絡強化

○カウンセリングマインドを基本に、粘り強く該当生徒や
保護者に対応している様子が伺える。適材適所で、チーム
を組んでの対応よろしくお願いしたい。外部機関との連携
も密のようだが、県立高校初となるかも知れないが、可能
であれば、スクールソーシャルワーカーを置いてみてはど
うか。

③　交通安全指導
の実施

④　生徒の心身の
健康

　防災に関するイベントを呼
びかけ参加を促すことによ
り、生徒の中に防災に対する
関心を持つ者が増えてきた。

⑤　防災教育の推
進

④　悩みなど問題を抱える生徒やその家
族、教員へスクールカウンセラーの利用を
促し、スクールカウンセラーの利用状況を
数値化する。【環境厚生課】

④　生徒の悩みや問題行動につい
て、関係する教員にスクールカウン
セラーを交えて対応している。スクー
ルカウンセラーへの相談件数は、２
月末時点で、79件であった。生徒の
相談は、20件あり、一番多かったの
が、心身の健康についての相談で１1
件であった。

⑤　防災クラブを中心に、災害に向き合う
知識を身に付け、日常的に命を守る手順
を考えられる生徒の育成に努める。【環境
厚生課】

　体育の授業では、年度当初
に全学年で集団行動を行うこ
とにより、規律の大切さや集
団の中での行動について指
導を行った。

　外部機関と連携して、薬物
乱用防止教室・スマホ安全教
室を実施した。また、北地区
生指協、板野町子ども家庭総
合支援センター等と連携し、
巡視や情報交換を密に行っ
た。

①-4　定期的にゴミの分別や清掃状況の
チェックを行い、清掃美化の徹底と校内環
境の整備を行い、美化意識を高める。
　　美化チェックの達成率80％以上。【環
境厚生課】

①-4　ゴミの分別や、校内環境の整
備を行い、清掃美化活動に取り組ん
だ。

①-5　外部機関と連携をして、携帯電話
安全教室及び薬物乱用防止教室を実施
し、SNS利用マナーと薬物の危険性につ
いて考える機会をつくる。【生徒指導課】

①-5　外部機関と連携して、携帯電
話安全教室（全学年）及び薬物乱用
防止教室（３年）を２・３学期に実施し
た。

　遅刻カードや入室許可証の
指導は徹底ができた。生徒の
状況把握等にも活用できた。

　交通指導の効果により校門
前での事故はなかった。

　カウンセリングを受けること
で、自分の気持ちを言葉にす
ることができたと話す生徒が
多くいた。担任が生徒にカウ
ンセリングを進めるタイミン
グが浸透してきた。

○　遅刻カードや入室許可
証の効果的な利用方法に
ついて、生徒の意見を聞き
ながら検討していく。

○　校門前指導だけでな
く、通学路における交通安
全指導を検討していく。

②　遅刻カード（授業遅刻も含む）への記
入を徹底し、家庭への連絡を速やかにす
る。遅刻回数の多い生徒は、保護者と学年
主任・生徒指導主事等との面談を実施す
る。【生徒指導課】

②　遅刻カードや入室許可証の提出
を徹底させ、管理職が捺印時に指導
する。担任から家庭への連絡を速や
かにし、信頼関係を築いている。遅
刻回数の多い生徒は、三者面談、四
者面談で指導した。

③　登校時、校門前での交通指導を行う。
生徒会や野球部の協力の下、生徒主体で
行う。【生徒指導課】

③　登校時は２名の教員、また生徒
会や野球部の協力の下、校門前での
自転車と車の接触による事故がない
よう、交通指導を行った。

○　避難訓練や校外での活
動などを通して、生徒と教
職員の防災意識を一層高
める。

⑤　NHK防災教室in板野高校では、
１年生を中心に各種の防災体験を行
い、防災に対する知識を身につける
ことができた。緊急地震速報行動訓
練においてはほぼすべての生徒が迅
速に身を守る行動がとれるように
なった。
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（全校レベル） 評価指標 評価指標の達成度 総合評価

①　学習指導要領
に基づく教育の質
の向上

（評定）        A

②　基礎学力定着
に向けた取組

③　習熟度別授業
や少人数制授業を
導入し、生徒の多
様な進路希望に対
応

④　生徒の興味・関
心・適性に応じて科
目を選択できる単
位制の教育課程

⑤　高い志と明確
な目的意識を持っ
て自ら学ぶ意欲と
行動力を育成

主体的・対
話的で深
い学びが
得られるよ
う工夫され
た授業の
展開と、基
礎学力の
着実な定
着

①　教育課程検討委員会を年3回実施し、
教育課程および観点別学習評価の改善点
について検証・検討を行う。【教務情報課】

①　教育課程検討委員会を計画通り
開催し、観点別学習評価の変更点を
確認するとともに、次年度に向けた
方向性について協議を行うことがで
きた。

②　定期考査に加えて、各学期に2回以
上、単元ごとの確認テストを実施する。【教
務情報課】

②　各教科で、各学期２回以上の確
認テストを実施し、基礎学力の定着
に努めた。

（所見）
　教育課程検討委員会を計画
どおりに開催し、観点別学習
評価および各教科の平均点
について検討を行い、次年度
に向けた改善の方向性を確
認した。

　各学期２回以上の確認テス
トを実施し、学習内容の定着
が一定程度みられた。

　年間１２回の研究授業に
よって、授業の質向上に繋が
り、教員間の学びが深まっ
た。

　生徒の実情に即した教育課
程を編成し、理解度に応じた
指導を行ってきた。今後は、
ICTをより効果的に活用し、
教育効果の向上を目指して指
導方法の改善を進めていく。

　授業評価アンケートにおい
て生徒の満足度が８７％に達
しており、継続的な授業改善
の取組が一定の成果として表
れている。

　進路ガイダンスに参加した
ことで進路先を具体的に考え
ることができた生徒が増加し
た。また、７月の３年生対象の
面接講座では、生徒の面接試
験に対する意識が高まった。

　インターンシップは１０月に
実施したため行事や中間考査
もあり事前準備期間が十分で
はなかった。教員生徒ともに
負担が大きかった。

③-1　授業内容の充実を図るため、教科
会や公開授業を通じた授業研究を各学期
に1回以上実施する。【教務情報課】

③-1　フレッシュ研修や県教委訪問
等において、研究授業・公開授業を
毎学期実施した。
　　研究授業　１２回実施

③-2  年間学習指導計画の充実と、学習
達成目標を整理した上で、生徒の理解を
重視した分かりやすい授業を展開する。
【教務情報課】

③-2  年間学習指導計画を毎年見
直し、習熟度別授業や少人数授業を
取り入れた、単位制の特性を生かし
た教育課程を編成した。
単位制をいかした教育課程の充実
度：８５％

④　授業評価アンケートにおいて、生徒の
授業満足度80％以上を目指す。【教務情
報課】

④　１２月に授業評価アンケートを実
施した。
　授業の説明のわかりやすさ：８７％

⑤　全学年を対象に、学期末などを利用
し、外部講師を招聘し、大学や専門学校で
の学びを体験する機会を３回以上設け
る。【進路指導課】

⑤　７月に２・３年生を対象に、３月に
１・２年生を対象にした体験型の進路
ガイダンスを延べ４回実施した。ま
た、１年生対象に１２月は高大連携の
出張講座を実施した。

○基礎学力が十分に身についていない生徒への対応で、
様々な工夫をされていることがよくわかる。将来につなが
る資格の取得をサポートしていることは素晴らしい。

○授業を見学させて頂いた。先生と生徒が一つになって
授業を進めている教室もあり素晴らしいと感じられたが
外部の見学者が見ている公開授業時に、化粧をしている
生徒を見かけた。板野高校の生徒指導が、実を結び始めて
いると感じていたので残念に思った。

○生徒の主体的学びを重視しながら、様々な工夫を成さ
れていることが授業の満足度に繋がっていると考える。
ICT教育において、今後AIの活用の在り方に関して、検討
していく必要があると考える。

○基礎、基本の定着状況を把握するための、小人数授業や
確認テストを生かして指導改善のレベル向上に勤めて欲し
い。ICTの活用や教員間の連携学習の工夫により、生徒の
主体的学びの幅を広げる取り組みは評価できる。

 

○インターンシップの時期は、準備を前から始めて、実施
は１・２学期末テスト後とか、夏休み中がいいのではない
か。

○今後も生徒の実情に即して、習熟度別や少人数授業を
実施してほしい。

○板野町の魅力発見の授業は地元住民として、たいへん
ありがたい。

○一人当たりの図書貸し出し数の低下が気にかかる。小学
生から大人まで読書離れが進んでいるようで、何とか歯止
めをかけられないか。

○　評価規準の明確化と周
知に引き続き取り組むと
ともに、説明会や資料の工
夫を通して、評価に対する
生徒・保護者の理解を深め
ていく。

○　授業で使用する教材の
充実を図るとともに、確認
テストの内容や活用方法を
工夫し、学習効果の向上に
つなげていく。

○　研究授業の質の向上と
教員間の協議を充実させ
る。授業後の振り返りを強
化し、指導方法や教材の共
有を促進する。

○　習熟度別・少人数授業
を毎年度工夫しながら実
施し、指導内容の精査と生
徒の反応に基づく柔軟な
対応の充実を図る。

○　アンケート結果を分析
し、生徒の意見を反映した
授業改善を継続する。

○　就職生に向けて、企業
の方にもガイダンスに参加
していただき、生徒が様々
な職業分野について知る
機会を増やす。

○　進路適性について客観
的な所見を得られる外部
機関の検査を今後も取り
入れて、進路目標を明確化
し、目標達成のための学力
向上に繋げる。

○　インターンシップの実
施時期や方法について見
直しが必要と思われる。
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⑥　早期に勤労観
や職業観の育成を
図る

⑦　文学に親しみ、
心豊かな人間を育
てる

　行事等を除き、「朝の読書」
を実施することができた。

⑧　ICTを活用す
る力と、社会に貢
献しようとする公
共心の両方を育む

⑨　教育DXを見据
えた校内研修と実
践の一体化

⑩　主権者教育の
充実

　新聞やインターネットの
ニュースを分析し、情報の真
偽を考える機会を持った。今
後はさらに深い考察力を養っ
ていきたい。

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況

①　授業評価結果
の活用

②　進路検討会の
実施

　出願方法の変更への対応に
追われ、ゆとりを持って受験
準備することができなかった
が、情報を共有し指導方針を
統一することはできた。

○高校教育課が行っている企業バスツアーがあるが、時期
が悪くて生徒が参加しづらい。企業から学校の方へ出向い
て行くことも考えていると企業の方から聞いた。探究学習
に組み込めないか。

○　受験に関するさまざまな
ルールの説明会、模試を実施
するなどして、教員・生徒間に
おける情報共有を図る。

⑦　朝のSHR前の１０分間「朝の読書」を
実施する。【総務図書課】

⑦　朝のＳＨＲ前に１０分間の朝読を
予定通り実施した。

⑧　教室でのタブレット活用を日常化し、
学習効果の高い活用方法を定着させる。
【教務情報課】

（所見）
　教育課程検討委員会を計画
どおりに開催し、観点別学習
評価および各教科の平均点
について検討を行い、次年度
に向けた改善の方向性を確
認した。

　各学期２回以上の確認テス
トを実施し、学習内容の定着
が一定程度みられた。

　年間１２回の研究授業に
よって、授業の質向上に繋が
り、教員間の学びが深まっ
た。

　生徒の実情に即した教育課
程を編成し、理解度に応じた
指導を行ってきた。今後は、
ICTをより効果的に活用し、
教育効果の向上を目指して指
導方法の改善を進めていく。

　授業評価アンケートにおい
て生徒の満足度が８７％に達
しており、継続的な授業改善
の取組が一定の成果として表
れている。

　進路ガイダンスに参加した
ことで進路先を具体的に考え
ることができた生徒が増加し
た。また、７月の３年生対象の
面接講座では、生徒の面接試
験に対する意識が高まった。

　インターンシップは１０月に
実施したため行事や中間考査
もあり事前準備期間が十分で
はなかった。教員生徒ともに
負担が大きかった。

⑥　２年生でインターンシップを実施し、勤
労観や職業観を養い、将来の職業選択の
幅を広げ、自らの進路選択に役立てる。
【進路指導課】

⑥　２年生が１０月にインターンシッ
プを各事業所で実施した。また、アカ
デミックインターンシップとして大学
と専門学校の体験授業に参加した。

⑧　生徒端末を校内で適切に活用で
きる環境を整備するとともに、生徒
の情報活用能力の向上を図った。

　生徒用タブレットの校内活
用を中心に環境整備を行い、
安定した運用につなげてい
く。

　各学期１回以上のICT研修
を実施し、教員のICT活用ス
キルの向上につなげた。今後
も研修を継続し、授業での活
用をさらに促進する。

○　タブレットの配備を進
め、校内での円滑な活用に
向けた環境整備を行う。

○　教員のニーズに応じた
研修を実施し、授業での具
体的な活用事例を共有す
る。

⑨　ICTツールや教育のデジタル化に関
する教職員研修を各学期に計画的に実施
し、日常の授業実践に活かす体制を整え
る。【教務情報課】

⑨　各学期１回以上のICT研修を実
施し、教員のICT活用スキルの向上
につなげた。

⑩　社会参画を意識した体験的な学習を
計画的に実施する。【地歴公民科】

⑩　新聞やインターネットからニュー
スを分析し、情報の真偽を考える力
を養う。フェイクニュースの見分け方
を理解し、批判的思考を向上させ
る。

○　ニュース分析の機会を
増やし、考察を深める。具
体的な事例を用いた討論
を取り入れ、批判的思考力
を強化する。

○　授業評価アンケート結
果を授業改善にいかすた
め各教科で具体的な改善
点を共有し生徒が主体的
に参加しやすい授業づくり
を進める。

　各教科で授業評価アンケー
トを分析し、生徒の学習意欲
の向上につながる授業改善
を検討していく。

①　アンケート結果を基に授業づくりの工
夫を教科内で共有・実践し、継続的に見直
す仕組みを構築する。【教務情報課】

①　１２月に授業評価アンケートを実
施した。
　授業の説明のわかりやすさ：８７％

②　３年生の希望進路に関して進路検討
会を実施し、学年団で情報を共有し、教員
の経験年数によらず、生徒に的確な指導
ができるようにする。【３学年】

②　就職・進学に関する情報を検討
会、職員朝会等を利用して共有し、
学年での指導方針の統一を図った。
また個別の案件については回覧をす
るなどして情報共有に努めた。

 

○インターンシップの時期は、準備を前から始めて、実施
は１・２学期末テスト後とか、夏休み中がいいのではない
か。

○今後も生徒の実情に即して、習熟度別や少人数授業を
実施してほしい。

○板野町の魅力発見の授業は地元住民として、たいへん
ありがたい。

○一人当たりの図書貸し出し数の低下が気にかかる。小学
生から大人まで読書離れが進んでいるようで、何とか歯止
めをかけられないか。

○　評価規準の明確化と周
知に引き続き取り組むと
ともに、説明会や資料の工
夫を通して、評価に対する
生徒・保護者の理解を深め
ていく。

○　授業で使用する教材の
充実を図るとともに、確認
テストの内容や活用方法を
工夫し、学習効果の向上に
つなげていく。

○　研究授業の質の向上と
教員間の協議を充実させ
る。授業後の振り返りを強
化し、指導方法や教材の共
有を促進する。

○　習熟度別・少人数授業
を毎年度工夫しながら実
施し、指導内容の精査と生
徒の反応に基づく柔軟な
対応の充実を図る。

○　アンケート結果を分析
し、生徒の意見を反映した
授業改善を継続する。

○　就職生に向けて、企業
の方にもガイダンスに参加
していただき、生徒が様々
な職業分野について知る
機会を増やす。

○　進路適性について客観
的な所見を得られる外部
機関の検査を今後も取り
入れて、進路目標を明確化
し、目標達成のための学力
向上に繋げる。

○　インターンシップの実
施時期や方法について見
直しが必要と思われる。
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③　意欲ある生徒
のための補習や模
擬試験を実施

１．２年生の補習受講者や模
試の希望者が減ってきてい
る。

　３年生は昨年度より補習や
模擬試験に参加する生徒が
増加し、大学入学共通テスト
出願者は１０名であった。国公
立前期合格者2名であった。

○１、２年生の補習受講者や模試の希望者が減ってきてい
ることや、ＰＴＡ家庭教育研修会への保護者の参加数が少
ないことについて、教えてほしい。

○　進学希望者には、進学先
でも学力が必要なことを常に
理解させた上で補習について
は、生徒がその効果を実感で
きるような実施の方法や内容
を検討したい。

④　生徒、保護者の
希望進路の実現

⑤　「キャリアパス
ポート」の活用

○徳島工業短期大学が間に入って、企業と高校生をつな
ぐ支援ができる。

⑥　タブレットを活
用した主体的・対話
的で深い学びの実
現

⑦　校外の講座等
の参加、各種資格
取得

○英検や漢検・情報検定の受検に際して、費用を一部補助
する制度を設けてみてはどうか。

⑧　学習時間の確
保

○地域をよくしたいと思っている団体や企業等と一緒に
なってやっていかないと、学校だけで行うのでは教員が疲
れるのではないか。

　週末課題の提出は概ねでき
ているが、学力向上に繋がっ
ているとは言いがたい。

○　生徒の学習意欲向上
のための新たな取組を模
索し、実践する。

　保護者に生徒の学業成績や
進路情報などに早期から関心
を持ってもらうことが、生徒
の学校生活でのやる気を高
めることにつながると感じ
る。

　ＰＴＡ家庭教育研修会への保
護者の参加数は少なかった
が、充実した家庭教育研修で
あった。

○　３年生で納得のいく進
路選択ができるよう、保護
者への情報提供や相談、進
路説明会等の機会を増や
す。

○　研修に参加する保護者
の数が減少し続けている
ため、家庭教育研修会の実
施形態を変更する。

④-2　PTA家庭教育研修部で県内外の大
学・専門学校・企業等を訪問して研修を行
い、家庭教育の充実に努める。【進路指導
課・総務図書課】

④-2  PTAの行事として、徳島文理
大学高松駅キャンパス、自衛隊善通
寺駐屯地を訪問して研修を行い、家
庭教育の充実に努めた。

④-3　奨学金の案内や申込みについて周
知を徹底し、丁寧に説明する。【進路指導
課】

④-3  日本学生支援機構奨学金等
の案内や申し込みについて丁寧に説
明し手続きを終えた。

③　進路希望に応じて必要な学力が身に
つくように、全学年で補習や模擬試験を
実施する。３年生は進路に合わせて、各教
科開設する。【進路指導課】

③　年間を通じて朝補習、放課後補
習、長期休業中の補習を実施した。
二学期末考査後には、共通テスト受
験者対象の補習も行った。また、進
路先に応じての個別指導も行った。

④-1　進路だより『ONE'S　WAY』や『進
路の栞』などを通じて、進路に関する情報
を発信する。PTA総会時に、保護者対象
の進学や就職の説明を実施する。【進路指
導課】

④-1　進路だより『ONE'S　WAY』
は、大型連休や長期休業前に各学年
別に年４回発行した。また、『進路の
栞』などを通じて、進路に関する情報
を伝えた。

⑤　様々な体験活動を記録し蓄積し、自分
の頑張りや成長を認めることができる。
【進路指導課】

⑤　高校版キャリアパスポートの様式
を用いて、様々な体験活動を記録
し、蓄積した。

　タブレットを活用した公開授
業を実施し、授業研究と教員
のスキル向上に努めた。

　受験者数は多くない中で校
内資格試験を実施し、学習へ
の意識向上につながる成果
がみられた。

　学校行事の精選・見直しに
より、授業時間数の確保がで
きた。今後、さらに効率的に
授業時間を活用し、授業時間
の確保に努める。

○　タブレット活用の更な
る充実と効果的な指導法
を確立させる。活用事例を
共有し、実践的な研修を充
実させる。

○　受験者数・取得者数の
増加を目指す。試験の事前
準備とサポートを強化し、
生徒への周知と動機付け
を継続する。

○　授業時間の確保と学習
内容を充実させる。学校行
事のさらなる精選を進め、
効率的な授業運営と内容
の充実を図る。

⑥　タブレットを効果的に活用した授業実
践の共有や検証を通して、教職員の指導
力向上と生徒の学びの質の向上を図る。
【教務情報課】

⑥　研究授業や日常の授業を通し
て、タブレットを活用した指導を行
い、ICT活用スキルの向上を図っ
た。

⑦　資格試験を校内で積極的に実施、また
支援を強化し、学修認定で意欲向上を図
る。【教務情報課】

⑦　英検、漢検、情報検定等、生徒の
ニーズに応じて可能な限り、校内で
実施した。

⑧-1　行事の見直しを継続し、授業時間の
更なる確保と学習の質の向上を図る。【教
務情報課】

⑧-1　学校行事の日程や事前準備の
日程を見直し、授業時間の確保に努
めた。

⑧-2　週末課題の実施等で学習時間を確
保する。【学年・教科】

⑧-2　1、2年生において英数国の週
末課題を出し、家庭での勉強時間の
確保に努めた。

○１・２年生の補講受講者数や模試希望者数、またPTA家
庭教育研修会への保護者参加数の減少については、学校
内部の要因のみならず、SNS文化に象徴される社会的風
潮の影響も背景にあると考えられる。努力や継続を要する
取組よりも、即時的な成果や利便性が重視される傾向が
広がる中で、学習機会や研修参加の意義をいかに明確に
伝えるかが重要である。今後は、参加することによる具体
的なメリットや成長実感を、より分かりやすく発信していく
工夫を期待したい。
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　一部の生徒は手帳を有効に
活用し計画的に学習している
が、多くの生徒はメモをとる
ことの習慣化ができなかっ
た。

○　基礎学力の定着に向け
たスケジュール管理の方法
について、手帳利用以外の
方法を検討する。

⑨　図書の貸し出し
の推進

　オリエンテーションを行うこ
とで、図書館の利用につなげ
ることができた。「図書館便
り」を通じて本の紹介を行っ
た。

○　読書場慣れが顕著に
なっているため、朝の読書
の時間、授業以外でも本に
ふれることができる機会
をふやす方法を考えてい
く。

⑩　「エシカル消費」
の発信普及

　1年次では、高校生の視点
から、板野町の魅力を発見す
るとともに、効果的に発信す
る方法を学ぶ探究活動を行う
ことができた。

○地元の企業を取材して、紹介のリール動画を作るのはど
うか。

○　板野町の課題について
地域との連携をさらに充
実したものにする。

（全校レベル） 評価指標 評価指標の達成度 総合評価

特別活動・
人権教育
の充実

①　行事や部活動
を通して連帯感や
奉仕の精神に基づ
く実践的社会性を
育成

（評定）       B

○　部活動の入部は強制で
きないが、高校生活を有意
義にするためにも部活動
や生徒会活動の勧誘を進
める。

②　豊かな人権感
覚を持った調和の
とれた人間性と自
主共同の精神を涵
養

⑩　1年次を中心に、総合的な探究の時間
をより深化させ、校内外での啓発活動を
行う。【学年】

⑩　1年次では、３班に分かれ、地域
の方々に協力を頂きながら、板野町
の魅力を発見するとともに、効果的
に発信する方法を学ぶ探究活動を
行った。

①　生徒会活動や部活動で役割や責任を
果たすことで、生徒会や部の一員としての
意識を高め、支え合いながら、よりよい人
間関係を築く。
　　部活動加入率　６０％以上【特別活動
課】

①　生徒に役割を与え責任を果たさ
せることで、生徒会や部の一員とし
ての意識を高め、連帯感や奉仕の精
神を高めることができた。
　部活動加入率　５２％

②　人権学習HR活動を各学年６回実施す
る。【人権教育課】

②　人権学習HRは人権問題意見発
表会を含め６回実施。そのうち郡人
研大会にむけて、１つの人権課題に
ついて２時間かけて授業を展開し
た。また拉致問題に関する特設の人
権学習HRを実施した。

⑧-3　手帳等を活用し家庭学習の習慣化
と学習時間の確保を図る。【学年】

⑧-３　手帳を利用し、週末課題や受
験のスケージュールを管理するよう
に呼びかけた。

⑨　入学時のオリエンテーションや読書マ
ラソン等で、読書を促すとともに、「図書
館便り」を発行し、本の紹介をする。
　　一人当たりの貸出数4冊以上。【総務図
書課】

⑨　入学時のオリエンテーションおよ
び国語科と協力した図書館オリエン
テーションで図書館の利用の仕方を
説明した。「図書館便り」は８月を除
き毎月発行し、本の紹介を行った。
　一人当たりの貸出数　2.2冊(昨年
度4.1冊)

（所見）
　生徒会活動は、役員が1・2
年生44名となり、前向きに
取り組めている。部活動も半
数の生徒ではあるが積極的
な取組が見えた。

　郡人研大会などの研究授業
などを通して、生徒の人権意
識や行動力を育成する取組
の充実に努めた。板野町人権
問題意見発表会にも昨年度
に引き続き代表が参加した。

　一学期は毎月のように転学
者がでたが、生徒が社会と切
り離されないようにしていく
必要が今後もある。別室登校
については、教室への復帰に
つながった。

○現実生活の中で、生徒自身が、その役割や責任を果たす
ことで、仮想空間でのアイデンティティ確立に依存しない
ことに繋がると考える。引き続きの取組を期待している。

○生徒会活動や校外の活動を通じて、生徒の社会性や協
調性の育成を促す姿勢は評価できる。

○生徒が自ら人権問題を考えるために、学内授業に留ま
らず、引続き地域や外部の組織と交流を深めて欲しい。

○別室登校が教室への復帰につながっているのは素晴ら
しいと思う。

○不登校傾向の生徒への対応で、本人の希望を聞きなが
ら別室登校の対応をされているが、単位認定など、苦労を
されているのではないか。

○12月上旬に町人権問題講演会があり、高校生・中学生・
小学生も参加している。小学生の人権劇がとても素晴らし
く、いつも刺激をもらっている。

○今後も前向きで主体的な生徒会活動の充実を期待した
い。生徒会活動で培われる経験や人間関係は、高校在学中
だけにとどまらず、卒業後の人生においても大きな財産と
なるものである。板野高校で築いたつながりや協働の経
験を、実社会に出た後も有益に生かせる仕組みづくりにつ
いて検討していただきたい。例えば、生徒会活動を軸とし
た卒業後のネットワーク形成なども一つの方策として考え
られる。高校時代の学びと人とのつながりが、将来にわた
る拠り所となることを期待する。

○　校内外の行事に積極的
に参加し、自他の人権につ
いて考えを深められる生
徒を多く育成する。

〇　入学時の聞き取り時に
教育相談に関する面にお
いても中学校と連携を図
る。

〇　特別支援教育に関する
支援について、関係機関と
連携を図りながら、教育活
動を実施する。- 7 -



③　多様性を認め、
ともに学ぶ取組

（下位組織レベル） 活動計画 活動計画の実施状況

①　不登校傾向の
生徒の学びの場の
保障

○町内の行事などに、積極的に生徒が参加されている姿
を見かけ、私だけでなく周りにいた町民の方が、板野高校
の生徒の感じが良い、変わったと褒めていた。

　児童相談所との連携は、該
当をする生徒の幼少期からの
状態を知るうえでとても大切
であると感じた。

○現実生活の中で、生徒自身が、その役割や責任を果たす
ことで、仮想空間でのアイデンティティ確立に依存しない
ことに繋がると考える。引き続きの取組を期待している。

（全校レベル） 評価指標 評価指標の達成度 総合評価

広報の充
実ならびに
地域との
連携・貢献
の推進

①　日々の教育活
動の成果を地域や
保護者に伝える手
段として、ホーム
ページの充実

（評定）      A①　HPの更新頻度を高め、新着情報を充
実。年間200回以上の更新を目指す。【教
務情報課】

①　学校行事等について、ＨＰ更新を
速やかに行うとともに、さくらメー
ルの送信を活用し、適切な時期での
情報発信に努めた。
　更新回数200回以上を1月中に達
成した。

（所見）
　生徒会活動は、役員が1・2
年生44名となり、前向きに
取り組めている。部活動も半
数の生徒ではあるが積極的
な取組が見えた。

　郡人研大会などの研究授業
などを通して、生徒の人権意
識や行動力を育成する取組
の充実に努めた。板野町人権
問題意見発表会にも昨年度
に引き続き代表が参加した。

　一学期は毎月のように転学
者がでたが、生徒が社会と切
り離されないようにしていく
必要が今後もある。別室登校
については、教室への復帰に
つながった。

○現実生活の中で、生徒自身が、その役割や責任を果たす
ことで、仮想空間でのアイデンティティ確立に依存しない
ことに繋がると考える。引き続きの取組を期待している。

○生徒会活動や校外の活動を通じて、生徒の社会性や協
調性の育成を促す姿勢は評価できる。

○生徒が自ら人権問題を考えるために、学内授業に留ま
らず、引続き地域や外部の組織と交流を深めて欲しい。

○別室登校が教室への復帰につながっているのは素晴ら
しいと思う。

③　人権問題意見発表会や人権委員会の
活動を充実させ、生徒が自他の人権につ
いて考える機会を持つ。【人権教育課】

③　全校生徒が人権作文に取り組
み、校内意見発表会を通して人権意
識の向上に努めた。

①-1　本人の希望を聞き、別室登校の措
置をとる。【環境厚生課】

①-1　学年会等で不登校傾向の生徒
の現状や対応への共通理解を図り、
家庭訪問や保護者との面談等で本
人の希望を聞きスクールカウンセ
ラーと連携して対応した。

①-2　スクールカウンセラーや専門機関
等と連携をとり、学年会、 環境厚生課会
等で共通理解を図る。【環境厚生課】

①-2　徳島県精神保健センターの思
春期外来や児童相談所等と連携し、
本人の特性等を共通理解したり、一
時的な教室移動などの配慮を行っ
た。
スクールカウンセラーからも多くの
助言をいただき、教職員間で共通理
解を図った。

○ホームページの更新回数が、登校日数以上になってるの
がすばらしい。次年度、「更新作業の効率化」とあるが、具
体的にどのようなことを考えているか。

○ 普通科高校の学区制の廃止により、各学校の魅力や特
色が問われるようになる。板野高校が魅力ある学校にな
り、是非入学したいと思う中学生が増えることを期待す
る。 そのためにも、日々の活動の成果を多くの方に知って
もらえるためのHPを充実させること、インターンシップ
（職場体験）やボランティア活動（板野駅や通学路の清掃
等）などの地域貢献活動を新聞やTVにより幅広くアピー
ルすべきと考える。

○ホームページの更新やさくらメールの継続的な発信は、
本当に素晴らしい取組であり、学校の姿勢と努力がよく伝
わってくる。ぜひ今後もこの発信力を、板野高校への信頼
の積み重ねにとどめず、新たな地域活動や企業・団体との
具体的な連携を生み出す力へと発展させていただきた
い。

○　学校行事をはじめとす
る学校の取組や様子が分
かりやすく伝わるよう、ＨＰ
の内容の充実を図るとと
もに、更新作業の効率化を
進め、適切なタイミングで
の情報発信を行う。

○　お接待を年２回実施す
るために、実施時期を再考
する。

○　委員の方々を通して情
報や人脈を拡げ、生徒が参
加できる地域での活動を
充実する。

○　校内外の行事に積極的
に参加し、自他の人権につ
いて考えを深められる生
徒を多く育成する。

〇　入学時の聞き取り時に
教育相談に関する面にお
いても中学校と連携を図
る。

〇　特別支援教育に関する
支援について、関係機関と
連携を図りながら、教育活
動を実施する。
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②　地域に愛着を
持ち、様々な課題
の解決に立ち向か
う実践力の育成

③　コミュニティ･ス
クールの充実

（全校レベル） 評価指標 評価指標の達成度 総合評価

①　ＩＣＴ活用の推
進 （評定）      B

○先生方が、頑張り過ぎず、生徒と向き合ってもらいた
い。生徒一人一人の物語に寄り添い、共に歩んでいって欲
しい。

②　学校及び教職
員が担う業務の明
確化・適正化

働き方改
革
と人材育
成の推進

①-1　ＩＣＴの活用と勤務時間の客観的な
把握により在校等時間の縮減を図る。
　　　昨年度比　１０％減【管理職】

①-1　時間外勤務
 45時間以上　R7延べ33名（R6
35名）
 80時間以上　R7延べ7名（R6 0
名）
 　昨年度比45時間以上％９４．３％
に減少８０時間以上は増加（前年0な
ので比率がでません）

○　校務の見直し、部活動
の時間制限などの対応を
引き続き行っていく。
○　スマートフォン不所持
の家庭へも確実に連絡が
届くようにする。（生徒、保
護者どちらかの登録では
100％を維持）

○　ICTの活用を教職員に
徹底するとともに、活用方
法の更新研修を適宜行い
続ける。

①-2　さくら連絡網の利用状況を定期的
に把握し、全生徒および保護者への連絡
手段の一元化を図る。
　　生徒の登録率　１００％
　　保護者の登録率　９０％以上
【教務情報課】

①-2　さくら連絡網の登録率
　生徒登録率90.7(昨年度85.4)％
　保護者登録率96.8(昨年度
92.7)％

（所見）
　緊急連絡網登録率1年
97.6%2年81.2%3年
84.4%と1年の登録率が高
い。毎学期未登録家庭には登
録用紙配布した。

　職員会議でのICT活用によ
る文書配布は多くの課で実施
され、効果的に活用できた。

　県教委からの文書や通知
文、案内は掲示板を活用する
よう努めた。

　公式戦や練習試合の日を除
き、概ね適正に運営できお
り、定期的な休養日の設定に
より活動と休養のバランスが
とれている。

①-3　職員会議等においてICTを活用し
た資料共有を試行しつつ、必要に応じて
紙媒体も併用し、情報の確実な共有と
ICT活用の両立を図る。
　　活用度　100％【教務情報課】

①-3　職員会議では電子媒体で文
書を配付し、ＩＣＴを活用する。
　　活用度　100％

○教育分野は、タイパやコスパなどを図ることが難しく、又
そのことによりマイナス要因として働く側面もある。この
あたりのバランスを取りながら、推進を図っていただきた
い。

○教職員の業務負担軽減に向けた取組を進めている点は
評価できる。

○ICTの活用により一定の効果が窺える、ICT担当者に負
担とならないように組織的な運用に取り組んで欲しい。

②　ボランティア活動への積極的な参加を
募り、通学路清掃や「お接待」などの地域
貢献活動を各年２回以上行う。【総務図書
課】

②　地域研修として、道の駅「いた
の」の防災施設を見学し、防災意識
を高めた。通学路清掃は、７月と１２
月に実施した。「お接待」は雨天のた
め５月は中止とし、第３番札所「金泉
寺」で１０月に実施した。

（所見）
　ＨＰの更新回数は昨年度よ
りも増えている。今後も更新
頻度を増やし、新着情報を充
実させてより多くの情報提供
を目指す。

　通学路清掃は２回実施でき
たが、雨によりお接待が１回
しか実施できなかった。

委員の方々からお声かけを頂
き、地域とつながる機会を増
やすことができた。

○企業や団体も、ホームページやSNSでの発信を怠れば
生き残れない時代である。学校もまた、発信することで価
値を示し、選ばれる存在になることが求められている。学
校・企業・団体が目指す方向を共有できれば、しっかりとし
た座組を組み、互いの強みを生かしながら相乗的に発展し
ていけるはずである。広報を「情報提供」で終わらせず、
「新しい連携を生み出す戦略」としてさらに磨き上げてい
くことを強く期待したい。

○お接待等を通して、地域の住民以外に県外の方や外国
の方にも、板野高校の生徒の頑張りを好意を持って受け
止めていただけているようだ。

○HP更新回数が増えており、学校全体がアクティブであ
る印象を受ける。今後も、負担増とならない範囲で発信し
ていただきたい。

○地域行事やボランティアに積極的に参加しており、地域
からの信頼構築につながっている。HPの更新が年間目標
を達成でき、なにより。お接待の時期設定は難しいと思う
が、雨天順延とか予備日を設けるのがよいのではないか。

③　学校運営協議会との連携を強化し、地
域とつながる活動を実施する。
　　実施回数　３回以上【管理職】

③　学校運営協議会委員の方々につ
ないでいただき、地域とつながる活
動が増えた。

○　生徒にとって望ましい
スポーツ・文化環境となる
よう、適正な運営体制を維
持すると共に、施設設備面
の充実を図る。

○　教職員一人一人が自
分事としてコンプライアン
ス意識を向上できるよう
に、研修の充実や職場環境
づくりを推進する。

②-1　資料や教材等の共有を端末で行
い、準備の簡素化を図る。【管理職】

②-1　通知文等は端末の掲示板やさ
くら連絡網を活用して教職員間で情
報共有した。

○時間外勤務80時間以上の人が、Ｒ６より増えているが理由
があるか。ただ、月平均1名ほどであり、よく対策ができてい
る。効果のあった対策を教えてほしい。教員の幸せは生徒の
幸せにつながるため、引き続きお願いしたい。

○時間外勤務が８０時間以上の教員数が少ないが、特別な取
組があるのか。

○　学校行事をはじめとす
る学校の取組や様子が分
かりやすく伝わるよう、ＨＰ
の内容の充実を図るとと
もに、更新作業の効率化を
進め、適切なタイミングで
の情報発信を行う。

○　お接待を年２回実施す
るために、実施時期を再考
する。

○　委員の方々を通して情
報や人脈を拡げ、生徒が参
加できる地域での活動を
充実する。
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③　次世代を見据
えた人材育成

　学年団を中心とした板高版
メンター制度はよく機能して
いる。

○働き方改革の状況が昨年度より前に進んでいる。今後
も生徒と向き合う時間が増えるよう、ICTの活用等進めて
いってほしい。改革を進めることで先生方が十分なリフ
レッシュを行い、元気に日々の業務に取組んで欲しい。人
材育成も中堅・ベテランの経験値をうまく若手に伝えてい
けているのではないか。また、防災クラブを部活動に位置
づけ、担当者に特殊業務手当がつくようにすればよい。他
にも幅広く人権・ボランティア・国際交流等の活動の引率
教員に特殊業務手当がつく手立てはないのか。

○板高版メンター制度の具体的な内容についてはさらに
知りたいところであるが、制度が円滑に機能している様子
から、良好な職場環境づくりの一因となっていることが伺
える。働き方改革と人材育成は表裏一体であり、安心して
挑戦できる環境があってこそ教職員の成長が促されるも
のと考える。

④　コンプライアン
スの推進

　ICTの利用に加え紙媒体も
活用して研修を行うことで随
時アップデートができた。

  「評定」の基準

（所見）
　緊急連絡網登録率1年
97.6%2年81.2%3年
84.4%と1年の登録率が高
い。毎学期未登録家庭には登
録用紙配布した。

　職員会議でのICT活用によ
る文書配布は多くの課で実施
され、効果的に活用できた。

　県教委からの文書や通知
文、案内は掲示板を活用する
よう努めた。

　公式戦や練習試合の日を除
き、概ね適正に運営できお
り、定期的な休養日の設定に
より活動と休養のバランスが
とれている。

○教育分野は、タイパやコスパなどを図ることが難しく、又
そのことによりマイナス要因として働く側面もある。この
あたりのバランスを取りながら、推進を図っていただきた
い。

○教職員の業務負担軽減に向けた取組を進めている点は
評価できる。

○ICTの活用により一定の効果が窺える、ICT担当者に負
担とならないように組織的な運用に取り組んで欲しい。

④　コンプライアンス推進計画を着実に実
施すると共に、定期的にチェックリスト等
を活用して、コンプライアンス意識の向上
を図る。【管理職】

④　コンプライアンス推進計画に基
づきケーススタディーや質問形式も
交えて研修を行い、情報の更新をし
た。

  　Ａ：十分達成できた　　　　Ｂ：概ね達成できた　　　　Ｃ：達成できなかった

○　生徒にとって望ましい
スポーツ・文化環境となる
よう、適正な運営体制を維
持すると共に、施設設備面
の充実を図る。

○　教職員一人一人が自
分事としてコンプライアン
ス意識を向上できるよう
に、研修の充実や職場環境
づくりを推進する。

②-2　「部活動活動方針」を策定し、部活
動の運営適正化を図り、体罰等の不祥事
のない生徒にとって望ましい活動環境に
なるようにする。【管理職】

②-2　「部活動運営方針」を策定し、
部活動は平日２時間程度、休日３時
間程度を原則とした。

③　学年会や分掌の中で、徳島型メンター
制度による若手教員の育成を行う。【管理
職】

③　各学年団で、学年主任を中心に
情報を共有し共通理解を図り、連携
して取り組んだ。若手教員には丁寧
に助言・支援を行い、育成に努めた。
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